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論 文 内 容 の 要 旨
京都栂尾 の高 山寺 に伝来 す る国宝絵巻 「鳥獣人物戯画」 は、 甲 ・乙 ・丙 ・丁 の四巻か らなる。その う
ち、本稿で取 りあげるのは、共 に十二世紀後 半 に制作 され た と考 え られてい る甲巻 と乙巻 とであ り、本
研究 は、 その 甲 ・乙両巻 の、筆者問題、主題 、制作 目的の解明 を試みた ものであ る。
本稿 は、三章構成 であ り、その第一章で は、 「甲・乙巻 の筆者問題 について一宮廷絵師制作の可能性 を
め ぐって一」 と題 して、現在、絵仏師筆者説 が有力視 され ている甲 ・乙両巻 に、 その よ うな有力説 に反
して、宮廷絵師 によって制作 され た可能性 を示す要素が数多 く見出せ るこ とを指摘 した。
第一章 の「はじめに」では、上野憲示氏や柳澤孝氏等の諸先学 に よって既 に指摘 されてい るよ うに、甲・
乙両巻 には、宮廷絵師 ・藤原宗弘周辺で制作 された と考 え られ る 「真言八祖行状 図」 と共通 した描写表
現 が幾っ も認 め られ るこ とを再確認 して、宮廷絵 師筆者説が成 り立っ可能性 があ ることを示 した。
第一章第一節で は、従来 、仏画 中に描かれた動物 との類似性 ぼか りが強調 されて来た感の ある 「鳥獣
人物戯画」乙巻 に焦点 を当て、その動物や霊獣の描 き方や捉 え方 には、実 は、「伴大納 言絵巻」・「彦火々
出見尊絵巻」・「年中行事絵巻」 といった宮廷絵 師によって制作 された絵巻 と共通す る要素が多数確認で
き ることを指摘 した。特 に、 乙巻の特 性 とされ る、動物た ちの姿 を、実 際の観察 に基づ くかの ように、
リアル に生 き生 き と描 き表 す とい う特徴 は、「年中行事絵巻」に認め られ る動物表現 に非常に近似 した も
ので あるこ とを確認 した。
一136一
第二節で は、もう一方の 甲巻 に焦 点を当て、まず は、乙巻 と非常 に近似 した動物表現が確認 された 「年
中行事絵巻」 との比較 を行 い、 その結果、登場者 の姿態表現 ・出で立 ち ・持ち物等 の点で多 くの共通項
が存在 するこ とを確認 した。 この ように、「鳥獣人物戯画」甲・乙両巻 には、姿態表現や動物 の捉 え方、登
場者 の出で立 ち・持 ち物等 の点 において、「年 中行事絵巻」との間に多 くの共通要素が見 出せ る。 そ して、
この ことは、 「鳥獣 人物戯画」 甲・乙両巻 と 「年 中行事絵巻 」 とが、極 めて近い環境 において制作 された
可能性 があるこ とを意味す るよ うにも思われ る。
「年 中行事絵巻 」の原本 を制作 したのは、常盤源二光長 を中心 とした複数の宮廷絵 師たちで ある とい う
のがほぼ通説 となっている。 また、黒田泰三氏 の研究等 によって、 「伴大納言絵巻」 の筆者 も、 「年中行
事絵巻」 と同 じ常盤 光長 と考 え られ るこ とが指摘 されてい る。つ ま り、 この黒田氏 の結論 に従 えば、 も
し、 「鳥獣人物戯画」甲 ・乙巻の制作の場 が、 「年 中行事絵巻」のそれ と密接 に関係 す るのであれ ば、そ
れは同時 に、 「伴大納言絵巻」 とも極 めて近 い制作環境 を有 していた ことを意味す るであろ う。 「鳥獣人
物戯画」乙巻が、動物 の描 き方の点において、「伴大納言絵巻」との間 に幾っ かの共通項 を持つ ことは、第
一章第一節 において、既 に確認 してお り、その ような仮説 が成 り立つ可能性があ ることが、示唆 されて
い る。 そ して、次には当然、「鳥獣人物戯画 」甲巻 と 「伴大納言絵巻」 との間 にも共通項が存在す るこ と
を立証す る必要 があ るだ ろ う。そ こで、 この両絵巻の比較 を行 った ところ、次の ような四つの共通項が
確認で きた。
第一 に、類 似 した姿態表現が幾つ も見出せ ること。第二 には、 いわゆる異時同図法 の用 い方が共通 し
てお り、 どち らの絵巻 において も、ス ピー ドを伴 う一瞬の動作 を表現す るため に用 い られ てお り、 その
一瞬 に行われた一連 の姿態の変化 をコマお くり的 に提示 して
、 しか も、 そのス ピー ド感 さえも巧みに表
現 して いる。第三 には、 内容の展開の させ方 に共通の手法 が用 い られて いるこ と。 それ は、各々の場所
で各々 の行為 をす る別人た ちを描 き並 べた と見 える部分が、同時 に、特定の登場者 が、時間 の経過 とと
もに行 う一連 の行為 を順 に描 き表 した もの とも捉 え られ るように表現す る とい う手法や、事件の結果を
その原因 よ りも前 に画面 に登場 させ るとい う手法の使用 であ る。第四 には、描 かれ た登場者 を、能動 的
に行為 を行 う者 と、それを見物す る者 とに分 けることがで き、しか も、後者が豊富 に描かれてい ること。
以上 のような比較結果か ら、「伴大納言絵巻」は、乙巻 との問だけでな く、甲巻 との間 に も多 くの共通
項 を有 してい る と言 え る。先 に述べた ように、 「年中行事絵巻」 と甲・乙両巻 との間に も多 くの共通項 が
存在 し、 また、第一節 にお いて、乙巻 との類似点が確認 された 「彦火々出見尊絵巻」 にも、 甲巻 と共通
する要素が見 出せ る。
「鳥獣人物戯画」 甲・乙両巻 と多 くの共通項 を持つ こ とが確認 され た、 これ らの絵巻 は、すべて、常盤
源二光長 を中心 とす る宮廷絵師集団に よって制作 された と考 え られて いる。
ところで、 古代 ・中世の絵巻 問に近似 の姿態表現や形が認 め られた場合の可能性 について は、佐野 み
どり氏が、次 の ような見解 を示 してい る。 「古代 ・中世の絵巻群か ら図様継承 の実際 を眺 める と、形 の同
一性 を顕著 に示 す例 はむ しろ特異 で(制 作 の場 の密接 な関連 を積極 的に認 めて よい と思われ るが)〈 後
略〉」。従 って、 これ らの宮廷絵師系絵巻 と、 「鳥獣人物戯 画」 甲・乙両巻 との問に多 くの共通項が確認 で
きる とい う事実 は、 これ らの絵巻 と甲 ・乙両巻 との制作環境 の近 さを示唆す るもので ある可能性 が高 い
と言 えるだ ろう。従 って、 「鳥獣 人物戯画」 甲・乙両巻 は、宮廷絵師 によって制作 された可能性 を持 っ絵
巻だ と言 える。
第二章では、「甲巻の主題 について」 と題 して、甲巻の主題 の解 明に取 り組んだ。甲巻 は、ス トー リー
性 を感 じさせ る巧 みな画面展開を見せ る もの の、詞書 を全 く伴 っていないため、主題 に関す る幾 つ もの
説が提示 され続 けて来た。 しか し、その どれ もが確 実な論証 を伴 った もの とは言 い難 く、 その結果、未
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だ通説 と言 え るものが存在 しない。そ こで、本章で は甲巻の主題の解明 を試み ることとした。 また、 甲
巻 において主役 の ような役割 を務 め る動物 は数種 に限定 され る ことがわか る。そ こか ら、主役的動物 の
選 択条件 にっいて考察 し、 さらには、その条件が主題 とも関連す るこ とを指摘 した。
第二章第一節 では、上野憲示氏に よって提示 された 甲巻の復元案に検討 を加 えた。現 甲巻 には、料紙
の欠落や錯簡が かな り認 められ る。 そ こで、上野氏 は、残 された 甲巻 系の断簡や数種の模本等 を基 に復
原 を試 み、その結果、甲巻 を、 「復原A巻 」 と 「復原B巻 」 とい う二巻 に復元 している。 しか し上野氏の復
元 案 に検討 を加 えた結果、 「復原B巻 」は無理 に接続 した部分が ある と判 断で きた。従 って、現在 の段 階
では、上野氏 の 「復原A巻 」、住 吉家伝来模本 中の競馬場面が含 まれ る一巻 どお りに展開す る部分 、現 甲
巻 の第一紙 か ら第十紙 まで とい う三 つの部分 に復元で きる と考 えた。そ して、本章 では、それぞれを 「A
グループ」、 「Bグ ループ」、 「Cグ ループ」 と呼んで考察 を進 め ること とした。
第二節 では、前節で示 した各 グループの流れ に沿いなが ら、 それぞれに描かれてい る各場面 が何 の情
景を表 した もので あるか を確 認 して行 った。 その結果、各 グルー プごとの場面順 は、以下の ように展開
してい ると考 え られた。Aグ ループは、祭礼行列→相撲→双六運 び→囲碁→腕押→頸引→走 り高跳 び→
法会 →導 師へ の僧供→僧への禄 →喧嘩→ 田楽。Bグ ルー プは、競馬→蹴鞠→船遊び。Cグ ループは、水
遊 び→的弓。
第三節 では、先行研 究 によって提示 された、 甲巻の主題 に関す る諸説 に検討 を加 えなが ら、 甲巻の主
題 の解明 を試 みた。先学 によって示 された 甲巻 の主題 に関す る主 な説 を挙 げて行 くと以下 の ようにな
る。平安末期 の退廃 した貴族 や僧侶 の生活、 あるい は新興武士 を調刺 した もの とす る説。現在 は失われ
て しまった動物説話 を絵画化 した もの とす る説。当時の年 中行事 の様子 を、登場者 を動物 に して描いた
もの とす る説。 さ らには、近年、五 味文彦氏 によって唱え られた、上野氏の 「復原A巻 」が御霊会 を表
した ものであ り、 もう一方の 「復原B巻 」が年中行事 を表 した もので ある とい う説。 しか し、 これ らの
説 を検討 した ところ、 どの説 も甲巻 の内容 との間 に矛盾 を孕 む もので ある と言え る。
そ こで、 甲巻 の主題 について新 たに考 え直すために、前節 において確認 したA～Cグ ルー プの場 面内
容 を改 めて見直 した ところ、甲巻系絵巻 に描かれ る内容 は、法会以外 はすべて 「遊 び」 に属す る行為 で
あ ることが わか った。 そのため、 甲巻系絵巻で最 も多 く描かれ る 「遊 び」 とは、本来、 どの よ うな意味
を持つ もので あったのか を、 民俗学 の分野 にお ける研究業績 に基づ きなが ら確認 した。 その結果、折 口
信 夫氏や和歌森太郎氏 ・樋 口清之氏等 によって唱 えられ た説 を踏 まえる と、 「遊 び」 とは本来的な意味で
は鎮魂 の動作で あ り、神や霊 と交流す るた めの神聖 な行為で あった と言 える。従 って、 甲巻系絵巻 で表
されてい るのは、「遊 び」や法会 といった神仏 との交流が可能 とな る場 と言 え るだ ろう。そ して、その よ
うな場 において、人真似 をして楽 しそ うに 「遊 ぶ」のは、第四節 において述 べ るように、超越 的霊 力を
もっ存在 として選 ぼれた動物 たちで ある。 その ような性格 を持つ この絵巻 は、神霊 を慰撫す る能 力を期
待 され、神霊 との良好 な関係 を結ぶ ために制作 された もの と考 え られ るのではないだ ろ うか。
この ような考 え方 を補強す る材料 として は、「年中行事絵巻住 吉家伝来模本 」巻十六の賀茂 祭の行列 中
に描かれ た風流傘 の上 に載 る造 り物 を挙 げることが出来 る。 ここには、三 つの風流傘が描かれ るが、 そ
の前か ら二番 目の傘 には、甲巻系絵巻 に描かれ る内容 と細か な点 まで類似 す る造 り物が据 え られている
こ とがわか る。佐野み ど り氏 に よる と、 「帽額 や総 で縁 を飾 ったかざ しの大傘 は、 〈中略〉大 がか りでか
っ祝祭 の聖性装置 としての役割 も明確 なものであった と想像 され る」 と言 う。つ ま り、大傘 に載 る造 り
物 として選 ばれ た こと自体 が、 この造 り物の、 祭礼 とい う場 にお ける役割 の重 さを示 してい ると言 える
だ ろう。 さ らには、 この一つ前 の大傘の造 り物 は仙境 を表 した ものであ ることがわか る。 その ような仙
境 や蓬莱 山 といった異界 は、 出現 それ 自体が、 吉祥 の しる しと考え られ、高 い聖性機 能を持っ装置 とし
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て広 く認識 され、祭礼 に頻 出す る造 り物で あった。 「年 中行事絵巻 住吉家伝来模本」に描 かれた賀茂 祭の
行列 を見 る と、先程指摘 した 甲巻系絵巻 と良 く似 た造 り物 は、仙境 の造 り物 とい う高 い聖性機能 を持つ
存在 と、並 列的に、 同じような大傘 に載せ られて登場 してい ることが わか る。その ように して祭礼行 列
に飾 り立て られた理 由 として は、や は り、その内容が祝宴 の場 を聖化す る能力 に長 けた もの、さ らには、
神 を慰撫す る能力に優れ たもの と見な されていたか らで はないだろ うか。
第四節で は、 まず、 甲巻系絵巻 に登場 す るすべ ての動物 について、行為者 と見物者 の どち らの役 目を
担 うのか、或いは、擬人化 されてい るか どうか等 に注意 しなが ら、各動物の役割 を表 にま とめた。その
結果、 甲巻 系絵巻 において行為者 の役 目をす る者 のほ とん どが、擬人化 された猿 ・兎 ・蛙で あるこ とが
確か め られた。つ ま り、 この絵巻 において主役 的存在 に選ばれた動物 は、猿 ・兎 ・蛙 の三種類 と言 える。
そ こで、次 には、 どうして この三種が選 ぼれたのか を明 らかにす るために、 日本 の古代 か ら中世の文献
における、 これ ら三動物 の扱われ方を整理 した。 その結果、 これ ら三種 は、霊的力を具 えた動物 と見な
され、神の顕現や使者 と考 えられた側面 を持つ もので あることが確認で きた。つ ま り、 甲巻系絵巻 にお
いて描 き表 されてい るのは、神 に近 い存在 と見な された動物た ちが、 「遊 び」 とい う神 を慰め る行為 を
行 っている様子だ と言 え るだ ろ う。
ところで、甲巻系絵巻 と同じように多 くの擬人化 された動物 が登場す るもの としては、動物昔話 を挙
げるこ とが出来 るが、 そ こで も、甲巻系絵巻 と共通す るような条件 の下 に動物が選 ぼれ ているこ とがわ
か る。 その条件 について は、桜井徳 太郎氏 が、次 の四っ を挙 げてい る。第一 には、 日常生活 に卑近 な家
畜はあま り登場 しない。登場 して も主役 にな ることはほ とん どない。第二 には、単純 な行動や性 向を示
す動物 はあ ま り登場 しない。第三 には、人 間に恐怖感や畏怖感 を抱かせ るものが主 に登場す る。第四 に
は、 その超越 的霊 力がか われて神 との交渉 を成 し得 る と目され る動物が主 に登場 す る。 そ して、桜井氏
は、第一か ら第三 の条件 は、第四の条件 に帰結 され る と述べてい る。 さ らには、 これ らの条件 は、本文
中に挙 げて いる文献群 に よって示 されてい るように、 甲巻系絵巻 の主役 的動物たち にも当てはまるもの
だ と言 える。
それで は、なぜ神聖視 された動物 たちは擬i人化 されて きたのだろ うか。 それ は、 日本人 の山中他界観
に由来す る と言え るだろ う。古代の 日本 人は、人間 の入 り込めない山中の別世界に こそ神 が鎮座す る と
信 じ、 そのため、人間は神 と直接関わ ることは出来 ない と考 えた。但 し、山 中 と人界 との境域 である山
麓地帯で は人間 と野獣 との接触が可能であった。 そこで、人々は、 山中に住む獣 の挙動 には、神の意思
が反映 してい るのではないか と考 えるようにな り、 同時 に、神 の意思 を伝 えるにふ さわ しい動物 を定 め
て来 た と思われ る。そ して、 この ような考 え方 か ら、人々 は神 の意思 を明確 に知 るために、神 の使者 と
見 な した動物の挙 動を詳細 に観察す るようにな り、 その観察が微細 な箇所 にまで及んで くると、動物の
表情や動作 に喜怒哀楽 を読み取 るようになったので あろう。
このよ うに、特定 の動物 に超越 的霊力を認 めて、 その動物 を擬人化 して行 くとい う思想 の中か ら、一
方では動物説話が生 まれ、他方で は甲巻 系絵巻の よ うな ものが描かれ た と考 え られ るので はないだ ろ
うか。
以上の ような考察 か ら、甲巻系絵巻 の主役 に選ばれたのは、神聖視 された動物 たちだ と言 えるだ ろう。
そ して、 その ような動物 たちが楽 しげに戯 れ 「遊ぶ」 この絵巻 は、や は り神霊 を慰撫 す る機能 を期待 し
て制作 された もの と考 え られ るだ ろ う。
第三章で は、「乙巻 の制作 目的 について」と題 して、筆癖や描写表現等の点 か ら、甲巻 と同時期 に一具
の もの として制作 された可能性が高い と考 え られ る乙巻 も、甲巻 と同 じよ うに神意に適 う内容 を持つ絵
巻 であ ることを解 明 した。 さ らには、乙巻 と同 じよ うに動物 や霊獣 を横 に帯状 に描 き並 べた ものが、祭
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祀 の場 において重要 な機能 を担 って来た ことを明 らか に して、乙巻 が、 甲巻 とともに祭祀空 間 との関 わ
りにおいて制作 された と考 え られ るこ とを指摘 し、制作 目的の面 か らも甲 ・乙両巻の一 具性 が確認で き
ることを明 らか に した。
第三章第一節 では、昭和九年 に下店静市氏 によって唱 えられて以来 、長年、支持 され続 けて来た。 乙
巻 を、 「画者が、私に描 き、私 に秘蔵 す る粉本」で あった とす る説 に対 して検討 を加 えた。
この下店氏の説 は、今 なお一定の説得 力を持 ち続 けてい る と言 え るが、 それ は乙巻 に以下 の ような特
徴が認 められ るためであ る。第一に、最初 に描 いた線 を白土 で消 して、新 たに線 を引 き直 す とい う修正
箇所が幾つか確認 でき ること。第 二 に、他 の絵巻 には見 られない ような細か く寸断 された料紙が所々 に
挿入 されてい ること。第三 に、動物 の種類 によって紙面 に比 しての大小 に極端な差 が認 め られるこ と。
しか し、 これ らの特徴 は、以下の ような考察か ら、 乙巻 が粉本で あった とい う根拠 にはな り得ない と
言 える。第一の点につ いて は、甲巻 に も同 じよ うに白土 を用 いた修正箇所が認め られ、 また、 白土で消
していな くとも描線 を引き直 して しまうとい う修正 も甲 ・乙両巻 を通 じて行われてい ることか ら、場合
によって は白土 も使用 して修正 を加 え るとい う制作態度は、 甲 ・乙両巻 に共通 した ものであった と考 え
られ る。第二の点につ いて は、上野憲示氏が既 に指摘 してい るように、細か く寸断 された料紙 は、 その
前後の料紙 と合 わせ る と、ほぼ標準幅 を保 ってい ることか ら、「筆 を誤 った箇所 を描 き直 すための苦肉の
策」で あった と考 え られ る。第一 ・第二 の点が、 この ように考 え られ ることか ら、第三 の点 とは、動物
の種類に よって典拠が異 なるこ とを示 すに止 まる事実 だ と考 え られ るだ ろ う。以上のよ うな検討結果か
ら、 乙巻 は、や は り正本だ と考 える。
第二節 では、 まず、 日本の古代 か ら中世 の文献、 さらには、 その時期 には、 日本 に伝来 して いた と考
え られ る中国古代 の文献 において、乙巻 に描かれた動物 ・霊獣 たちが、 どの ように記 されて来たか を、
「乙巻 の動物 ・霊獣 に関す る文献一覧」 として ま とめた。 その結果、 乙巻 に描 かれた動物た ちには、神
を慰 めるこ との出来 る神聖な動物 と見 なされて来た側面 や、或 いは、邪気 を払い、魔 を鎮 める威力 を信
じられて来 た側面等が確認で きた。
また、乙巻 に描かれ た動物 ・霊獣 のほ とん どは、各種類 ごとに、様々 な表情 を見せ る複数体 によって
構成 されてい るが、「鷲」と 「龍」のみは、それ ぞれ一体だ け描 かれている。 そ して、この 「鷲」 と 「龍」
とは、平安時代 において、 どち らも 『法華経』 を暗示 す る動物 ・霊獣で あった こ とが 当時の文献か ら確
認で きる。特 に 「龍」の描かれてい る位置 を見てみ ると、一つ前が 「獅子」であ り、一つ後 が 「象」 で
あるこ とがわか る。 「獅子」 とは、 『法華経』第五巻 において龍女 を成仏 に導 く文殊菩薩 を連想 させ る動
物 であ り、 また、 「象」 とは、『法華経』普賢菩薩勧発 品において、法華経 を深 く信奉す る者のために普
賢菩薩が 白象 に乗 って現 れ守護 す る と説 かれ る ことか ら、普賢 菩薩 を連想 させ る動物で あった。従 っ
て、獅子 ・龍 ・象 の順番で描 かれているこ とは、明 らかに 『法華経』 を意識 したためだ と考え られえ る。
このよ うな点か ら、乙巻 は、『法華 経』を暗示 す るモチー フを意識的 に織 り込んだ絵巻だ とも言 え るだ
ろう。
第三節 では、祭祀の場 に付随す る動物図 ・霊獣 図の内、 乙巻 と同 じように、横長 の帯状の画面 に動物
や霊獣 を描 き並べた もの を取 り上 げ、祭祀空間 にお いての、それ らの機能 を明 らか にす ることを通 して、
乙巻 に期待 され た機能 にっいて考察 した。
まずは、第一例 として、病気平癒 を祈 願す る祓えの場 に見 える絵馬 について考察 した。弘安十一年(一
二八八)の 奥書 を持つ 「山王霊験記絵巻」 と、鎌倉末期頃 に制作 された と考 え られ る 「不動 利益縁起絵
巻 」 とに見 える病気平癒 を祈願 する祓 えの場 には、墨線 のみで描 き表 された絵馬が認め られ る。河 田貞
氏の指摘等 か ら、 この ような祓 えの場 に備 えられた絵馬 とは、実際 に墨線主体 の ものであった と推測 さ
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れ る。
これ らの絵巻の 内、「山王霊験記絵巻」に記 された詞書 の中で、祓 えの場面の相 当する部分 を見てみ る
と、「霊験 ある諸社 の神馬 を勧請 したけれ ど、祈願の効 を無かった」とい う内容が記 されて いるこ とがわ
か る。っ まり、 この祓えの場で は、病気平癒 とい う祈願 を達成 す るために、諸社 に属す る神馬の霊 力の
助 けを借 りようとしていた と解釈で きる。 そして、 その ように神社 に属す る神馬 の霊力 に頼 る とい うこ
とは、当然、 それ らの神馬が属す る諸々の神社 の霊験:をも頼 りとしていた こ とを意味す るだ ろう。 この
ように陰陽師 を招いて行 われ た祓 えの場 において、 日本在来 の神々 の力が作用 す ると考 え られていた こ
とは、『紫式部 日記』寛弘五年(一 〇〇八)九 月十 日の条 か らも窺 われ る。従 って、 この ような祓 えの場
とは、少 な くとも当時の一般的 な貴族 たちに とって は、病気平癒 とい う祈 願を達成す るため に、諸 々の
神社 に祀 られた神々の霊力 を都合の良い方 向に働かせ るための ものだ った と言 え る。
また、「山王霊験記絵巻」 と 「不動利益縁起絵巻」の どち らの祓 えの場 において も、絵馬が備 えられて
い る場所 は、大 きな御幣 を多数立て並べ た祭壇の手前側 の、祭壇 に接す るような箇所で あることが わか
る。 これ は、絵馬が、祭壇上 に備 えられた もの と同じような機能 を持っ と認識 されていた こ との現 れの
ように思 われ る。 『小右記』寛仁二年(一 〇一八)六 月二十四 日の条か らは、御 幣や供 物 を捧 げるこ と
が、神 との交流 を持 ち、神 を任意 に制御 す るた めの有 効な手段 だ と考 えられて いた こ とが窺われ る。
従 って、先 に挙 げた 「山王霊験記絵巻」 の詞書等 も踏 まえ ると、祓 えの場 において御 幣や供物 と隣接す
るよ うに設置 されていた絵馬 とは、八百万 の神々 と交流 を持つ、 さらには、それ らの霊力を呼び寄せ る
とい う行為 と関わ りを持っ もの として理解 されていた ように思われ る。
ところで、神前 に絵馬 を奉納す るとい う習俗 は、馬 とい う動物が神意に適 う神聖 な動物 と見 なされて
きた とい う思想 的な背景 に由来 す ると考 え られてい るが、 それだ けでな く、絵馬 として奉納 された馬図
は、奉納先 の神 の乗 り物 とな ると考 え られていた ことが、『本朝 法華験記』第一二八 「紀伊 国美奈倍道祖
神」 とい う説話か ら窺われ る。
先 に見て来 たよ うに、祓えの場 に備 え られた絵馬 とは、諸社の神 々の霊力 を都合の良い方 向に導 くた
めの もの として用 いられていた と考 え られ るが、それ は、絵馬 として描かれた馬図が、神が活動す る際
の乗 り物 として の役 目を果たす と考 え られていた こととも関わ りがあ るように思われ る。つ ま りは、先
に挙 げた 「山王霊験 記絵巻 」の詞書 による と、祓 えの場 に備 えられた絵馬 とは、「諸社 の神馬」を描 いた
ものであ り、「諸社の神馬」で あるな らば、既 に神の乗 り物 としての役 目を担 って いた と考え られ、その
ような神馬 を描 いた図であ るな らば、 自らが属 す る神 の霊験 の一端 さえ も招 き寄せ るような、言わ ば、
神の依 り代 のよ うな役 目も果 たす と考 えられていたので はないだ ろうか。 そ して、その ような機能 を持
つが故 に、神々の霊力 を都合 の良い方向に導 く機能 をも有す る と見 なされていた と言 え るだ ろ う。
次 に、第二例 として、即位式 の際 に大極殿 を飾 った 「獣形 帽額」について考察 した。 「獣形帽額」の図
柄 を描 き留 めて いる最 も古 い記録 は、「文安御即位調度図」(『群書類従』第七輯所収)で あるが、この図
の制作時期 にっ いて は、岩橋小弥太氏や福山敏 男氏等 の研究 によって、平安時代 であ ることが指摘 され
てい る。つ ま りは、同図の中に描かれ る 「獣形 帽額」 は、平安 時代 の即位式 に用 い られた もの と考 えら
れ、その注記 に 「大極殿南栄上十一問」に 「懸 け亘す」 とあ ることか ら、即位式の際 に新天皇が座 す空
間を囲むよ うに懸 け巡 らされていた こ とがわか り、 その こ とは、 この帽額が、新天皇が誕生す る場 と深
く関わ ることを意味す ると言 えるだ ろう。
平安時代以前か ら、即位式 において新 天皇が座す場所 は、大極殿 内に設置 され る高御座内で あるが、
この高御座の由来 については、和田葦氏が次 のよ うに考察 してい る。和田氏 は、古代 の昇壇即位形 態に
おけ る 「壇」 とは 「壇所(か む には)」 とい う神 を祀 る場 と関連が ある とし、 「壇所 は、 巨岩上の祭場 を
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意 味 し、元来 は、そ こに ヒモ ロギを立てて、神 の降臨 を願 う場所 であった と考 え られ よう」 と述べ、 さ
らには、即位式 において新天皇が 「壇 上に立つ のは、神(大 王家 の祖霊 あ るいは祖先 神か)を 祀 り、 そ
の降臨 によ り、聖性 を身に付与す るためであった と思われ る」 と述べ てい る。
平安時代の即位式 に登場す る高御座 が、 この昇壇即位 にお ける 「壇」 の機能 を どの程度 まで受 け継い
でいたか は明 らかにされてはいない。 しか し、即位式 にお ける高御座が、新天皇 とい う言 わば新た な神
的存在が誕生す る座 として用い られていた ことを踏 まえる と、やは り祭祀空間 と同等な神聖 な場 として
認識 されていた可能性 は高 い と言え るだろ う。
ところで、「文安御即位調度図」に記 され た 「獣形帽額 」を見てみ ると、左向 きに進 む姿勢 を示す霊獣
十二体 と、右向 きに進 む姿勢 を示す霊獣十二体 とが表 され、 その中央で二体の龍が向 き合 う形 となって
いる ことがわか る。 そ して、 これ と同 じよ うな画面形 式 を示 す もの として は、正倉 院中倉 「十二支彩絵
布幕」 を挙げ ることが 出来 る。 この 「十二支彩絵布幕 」は、祭祀空間 を囲む ように懸 け巡 らされた もの
と推測 され る。 そ して、幕 に描かれた十二支獣 の霊力 によって、祭祀 を行 う空間 に邪気 が入 り込む のを
防 ぎ、そ こに祭祀儀礼 に適 した聖域 を形成す る機能を担った もの と思われ る。従 って、 同 じよ うな画面
形式 を示す 「獣形 帽額」 もまた、高御座 とい う言わば祭祀の場 を外界か ら結界 して、即位 とい う祭祀儀
礼 に適 した聖域 を形成す る機 能を担 った と考 えられ るだ ろう。
先 に考察 した第一例 は、神意 に適 う動物 が 白描 で描 き並べ られ てい る とい う点 で乙巻 と共通 してお
り、 また、第二例 は、様々な霊獣 が帯状 の画面 に横 に描 き連 ね られてい る とい う点で 乙巻 と共通 してい
る。 この ように乙巻 と類似 した画面形式 を持つ ものが、ほぼ同時代 に、祭祀空間において、神の来臨 に
関わ るような重要 な役 目を担っていた とい う事実は、 乙巻が祭祀空間のために制作 された ものであ るこ
とを示 してい るように思われ る。
ところで、 乙巻 には 『法華経』 を暗示す るモチー フが意識的 に織 り込 まれてい ることを先 に指摘 した
が、甲巻 において主役 の役割 を果 たす 「猿」 と、甲巻 系絵巻 の当初か らの巻末部分 と思 われ る箇所 に登
場 す る 「蛇」 もまた、 『法華経』 を暗示す る動物 と見 なされて いた こ とが、 日本 の古代 ・中世の文献 か ら
も確 認で きる。
この ように 『法華経』 を暗示 するモチー フが認 め られ る甲 ・乙両巻 は、第二章 と第三章の考察結果 か
ら、共 に神意 に適 う絵巻 として制作 された と考 えられ る。従 って、 「鳥獣 人物戯画」 甲・乙 とは、法華経
信仰 と深 い関わ りを持つ同一 の社 の為 に制作 された絵巻で ある とい う結論 に達 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、京都栂尾の高山寺に伝来する 『鳥獣人物戯画』甲 ・乙 ・丙 ・丁の四巻のうち、著名な擬人
化 された猿 ・兎 ・蛙が遊戯 し、法会を営む ところを描 く甲巻 と動物 ・霊獣を描き並べた乙巻が抱える諸
問題 について、独自の視点で、先行研究の是非を問いっっ、解明 し解釈を下 したものである。
本論文は三章か らな り、これ らの前後 に序章 と終章が付いて構成 される。
「序章一研究課題 と研究方法」では、本論文で解明すべき筆者 ・主題 ・制作 目的の問題 と方法について
述べる。
「第一章 甲 ・乙巻の筆者問題について一宮廷絵師制作の可能性をめぐって」
「はじめに一 旧永久寺伝来 「真言八祖行状図」と共通する描写表現を指摘 しながら一」




「第一節 乙巻 と 「伴大納言絵巻」 「彦火々出見尊絵巻」 「年中行事絵巻」 との共通項」
本節で は、 乙巻 と 「伴大納言絵巻」の馬 と犬、 乙巻の獅子 と宮廷絵師常磐源二光長周辺 の制作 とされ
る 「彦火々出見:尊:絵巻」(模 本 ・1624-44狩 野種泰筆写)の 霊獣 は相似 し、乙巻 と 「彦火々出」の麟麟、
乙巻 と 「彦火々出」の犀 は酷似 し、 さらに乙巻 の犬の とっ組み合 い と 「年中行事絵巻」鷹司家 旧蔵模本
の馬 の とっ組み合いの姿態が相似す るこ とを指摘 する。
「第二節 甲巻と 「年中行事絵巻」・「伴大納言絵巻」との共通項」
本節では、甲巻系断簡(東 京国立博物館)の 蛙 と原本が常磐源二光長を中心 とする複数の宮廷絵師の
制作 とされる年中行事絵巻住吉家伝来模本(住 吉如慶広通筆写)の 馬長行列の人物の姿態表現など先行
研究で指摘されるものの他に、甲巻の逃げる猿 と追 う兎 ・蛙の組み合わせ と住吉家伝来本の逃げる犯人
と追 う検非違使 と相似するなどいくっか新 しく指摘する。また、細かい点で、甲巻の念仏を唱えて合掌
する猿の持つ杖に巻 き付けられている数珠 ・草 と住吉家伝来模本の遊行聖の持っ鹿杖の数珠 ・草、さら
に甲巻の猿が木の葉をまとっているのは聖特有の粗末な僧衣をあらわしたもの とみる。甲巻の田楽を踊
る蛙のうち、蓮の葉を一匹が右手に執 る扇 と同じような図柄を施 した扇が住吉家伝来模本にい くつか見
出せる。これらの比較 ・検討から年中行事絵巻 と甲 ・乙巻 とは姿態表現や動物の描 き方、登場者の出方、
持物等の点において、多 くの共通 した要素を持ち、甲 ・乙巻がきわめて近い環境において制作された可
能性の高いことを指摘す る。
最後に、甲巻 と伴大の共通項 として、まず姿態表現において、甲巻系高松家旧蔵断簡の落馬の後、鹿
を追っかける猿騎手の姿 と伴大の両手で鳥帽子を押さえなが ら走 る男や甲巻系益田家断簡の猿騎手が
乗った出走直前の鹿(反 転)と 伴大の振 り返 る役人の乗った馬などをあげる。次に異時同図法の用い方
では、甲巻の相撲、甲巻系長尾家旧蔵模本の走 り高跳びと伴大の有名な子供の喧嘩をあげ、内容の展開
のさせ方 として、甲巻の喧嘩 と伴大の応天門炎上にあって、事件の結果が先に描かれ、原因が後 に描か
れることをあげる。さらに登場者 は行動するものと見物するものに分けられ、臨場感を高めるために甲
巻の相撲や的弓や伴大の応天門の炎上をあげる。以上の比較、考証か ら 『鳥獣人物戯画』甲 ・乙巻 と年
中行事絵巻 と伴大納言絵巻の三者は、同様の制作の場から誕生 した可能性を指摘する。
「第二章 甲巻 の主題 について」
「は じめに」において、主題 の解 明 と猿 ・兎 ・蛙 な ど主役 的動物 の選択条件 について考察 し、 その条件
が主題 とも関連 す ることを指摘す る。
「第一節 復元試案」
本節では、三っの グルー プに分 け、(1>Aグ ループ 「復元A巻 」(天文16年 一1547ま で損傷 を受 けない巻)、
(2)Bグ ルー プ 「住吉家伝来模本 」中のII巻 どお りに展 開す る部分(天 文16年 損傷を受けた部分)、(3)Cグ
ループ 「現 甲巻第一紙か ら第十紙」 とす る。
「第二節 場面内容の検討」
それぞれの場面について詳述する。(1)Aグ ループ(東 京国立博物館断簡、現甲巻巻16紙 、長尾家旧蔵
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模本、現甲巻第11紙 以後含む)
①祭礼行事(途 中)② 相撲 ③双六運び ④腕押 ⑤頸引 ⑥走 り高跳び ⑦法会 ⑧導師への僧
供 ⑨僧への禄 ⑩喧嘩 ⑪田楽 巻末蛇の出現(2)Bグ ループ(住 吉家伝来模本中のII巻、益田家
旧蔵断簡、高松家旧蔵断簡、MIHOMUSEUM)① 競馬 ②蹴鞠 ③船遊び(3)Cグ ループ(現 甲
巻、第1紙 一第10紙)① 水遊び ②的弓
「第三節 主題について」
本節では、先行研究の諸説(風 刺説 ・動物説話説 ・年中行事説 ・御霊会説)を 紹介 し、疑問を呈 し、
甲巻系絵巻全体の主題 として、Aグ ループの祭礼行列 ・法会 ・田楽を除き、BCグ ループとも遊戯が主
として描かれているところか ら、「遊び」の本来的な意味が 「鎮魂」であることに着目し、民俗学の研究
を踏まえて、御霊を慰撫する能力を期待 し、神霊 との良好な関係 を結ぶために制作されたものと推察 し、
この考えを補強する例 として、住吉家伝来模本の賀茂祭の行列中に描かれた風流傘の上に甲巻系絵巻 と
細かな点まで類似する造 り物が据えられていることをあげる。
「第四節 主役 の条件一神聖視 された猿 ・兎 ・蛙」
本節で は、甲巻 系絵巻で主役的 に選 ぼれた動物 には猿 ・兎 ・蛙の三種類で あるが、なぜ 、 これ ら三種
類が選 ぼれたか について、古代か ら中世の文献 を博捜 し、 それ らが霊的力を持っ動物 と見な され、神 の
顕現や使 者 と考 え られて きた側面 を持っ ことを確 認す る。 よって、 甲巻 系絵巻 に描 き表 されて い るの
は、神 に近い存在 と目された動物たちが 「遊 び」 とい う神 を慰め る行為 を行 っている様子であ り、神聖
視 された動物たちが楽 しげに戯れ 「遊 ぶ」 この甲巻 を、神霊 を慰撫す る機能 を期待 して制作 された もの
と結論す る。 そして、 このよ うな機 能 をもっ絵巻 を企画 した人物 として、平安後期 に多数の絵巻制作 を
企画 し、かつ 自らと神霊 との関係 に常 に敏感で あった後 白河 院(大 治2年 一建久3年Il27-92在 位
1155-58)を あげる。 また、絵巻 が 白描で描かれてい るのは、神社等の神域 との関係で制作 された もの と
し、絵巻 の企画者 が後 白河院で あった とすれ ば、 このよ うな機 能 をもっ絵巻 は、院 と深い縁 を持 ち、か
つ御霊 を慰撫す る威力を備 えた社の遷宮や祭礼 に合 わせて制作 された可能性 を説 く。
「第三章 乙巻 の制作 目的につ いて」
「はじめに」では、先行研究か ら甲 ・乙巻 は、ほぼ同時期 に、一具の もの として制作 された可能性 があ
り、 したがって第 二章 で甲巻の制作 目的が、神霊 の慰撫 にあった と結論づ けてい るので、 乙巻 も甲巻 と
同じ く神意にかな う内容 を もつ絵巻であ ることを明 らか に し、動物 ・霊獣 を横 に描 き並べ る画面形 式か




「第二節 乙巻に描かれ た動物たち一 霊的力 を信 じられ た動物た ち」
本節で は、描 かれた動物一馬 ・牛 ・鷹 ・犬 ・鶏 ・鷲 ・鳶 ・水犀 ・麟麟 ・豹 ・山羊 ・虎 ・獅子 ・龍 ・象 ・
摸一 について記 された中国古代 の文献 、 日本 の古代 か ら中世 の文献か ら、 それ らは神 を慰 めるこ とので
きる神聖な動物 と見 なされ てきた側面や邪気 を払い、魔 を鎮 める威力が信 じられて きた側面 を確認 し、
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動物 ・霊獣 のい くつか は正倉 院か らの伝統が色濃 く認 め られ るこ とや 『法華経』 を暗示す るモチーフが





は陰陽両面を意識 して、動物 ・霊獣を二体ずっ描かれているが、このことはそれらの霊的力を意識 して




ここでは、結論 として甲 ・乙巻 には、 ともに 『法華経』 を暗示 す るモチーフが織 り込 まれ、 甲 ・乙巻
が法華 経信仰 と深い関わ りを持っ 同一の社のために制作 された絵巻 とす る。 「終章一結論一」で は、第一
章 ・第二章 ・第三章のそれぞれの結論 を述べ、絵巻制作の企画者 とされ る後 白河院の絵巻制作 とそれ ら
を収めた蓮華王院宝蔵の こと、 日吉大社への信仰態度、天台宗への傾倒 と甲 ・乙巻 に天台宗 が所依経典
とす る 『法華経』 を暗示す るモチ ーフが織 り込 まれ ているこ とか ら、 甲 ・乙巻 は後 白河院 と深 い縁 をも
つ社 のために制作 された絵巻 であ ることを結論 として述べ る。 以上の ごとく、本論 文は比較 ・考証 にお
いて実証 的で説得性 に富 む ところが多々認め られ る。他方、新 しい視点 による解釈 にっいては具体性や
実証性 に欠ける ところな くはないが、研究の滞ってい る 『鳥獣人物戯画』 甲 ・乙巻 を見直 す とともに、
平安時代後期(12世 紀)の 絵巻研究 に寄与す るところ多大な ものがあ る。 よって、本論文の提出者 は、博
士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有する もの と認め られ る。
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